
岩手の教育のために

岩手県教育研究所連盟 会長 川上 圭一
（岩手県立総合教育センター所長）

昭和３３年に発足した当連盟も、今年度で発

足以来５７年目を迎えました。県内各地の教育

研究機関相互が連携を密にし、教育に関する調

査・研究を充実させ、本県教育の推進向上に寄

与することを目的としております。今年度も各

地域の実態に応じた教育の実現や普及に努めて

まいりました。

今年度は５月の定期総会、９月の所員研修会、

そして２月の岩手県教育研究発表会において、

皆様より多大なるご協力をいただき、誠にあり

がとうございました。なかでも、教育研究発表

会においては、盛岡、矢巾、花巻、北上、奥州、

陸前高田、遠野、宮古 の８つの教育研究所か

ら８つの分科会で発表をいただきました。お陰

様をもちまして、充実した発表会となりました。

心から感謝を申し上げます。

さて、岩手県では、初任者が３年をかけて研

修を進めていく新しい教員研修体系が今年度よ

りスタートしました。この新しい教員研修体系

においては、教員一人一人が自己課題の解決に

取り組む「自己研修」を位置づけており、当セ

ンターでは、その「自己研修」を充実したもの

にするための「ガイドブック」を作成いたしま

した。「自己研修」はこれからの岩手の教育を

よりよくしていくための取組であります。ぜひ

このことにつきましてもご協力、ご意見をいた

だければと思います。

最後になりますが、来年度も、所員研修会や

岩手県教育研究発表会等をとおして、加盟機関

の皆様と連携を大切にしながら、岩手の教育の

ために尽力していきたいと存じます。

どうぞよろしくお願いいたします。

■平成２６年度定期総会の報告■
平成２６年５月１６日（金）、県立

総合教育センターにて、平成２６年度

岩手県教育研究所連盟定期総会が開催

されました。

定期総会では、昨年度事業の報告並

びに決算報告、今年度の役員案、事業

予定が承認されました。

定期総会で決定された役員は右のと

おりです。

平成２６年度岩手県教育研究所連盟役員
会 長 川上 圭一 総合教育センター所長

理 事 高橋 秀治 盛岡市教育研究所長

菅野 広紀 花巻市教育研究所長

佐藤 功 釜石市教育研究所長

佐藤 卓 総合教育センター研修部長

監 事 侘美 淳 紫波町教育研究所長

吉田 孝 矢巾町教育研究所長

事務局 総合教育センター企画担当

谷木 啓恭 主任研修指導主事

梅野 展和 研修指導主事

三田 正巳 研修指導主事

多田 拓章 研修指導主事

上田 淳悟 研修指導主事

岩手県教育研究所連盟会報 第１５号

岩手県教育研究所連盟事務局

岩 手 県 立 総 合 教 育 セ ン タ ー

〒025-0395 花巻市北湯口2-82-1

平成27年3月27日発行 第１５号

http://www1.iwate-ed.jp/kenkyouren/



■ 全体会Ⅰ ■ 『総合教育センターの取組の紹介』

今年度、総合教育センターが重点的に進めている以下の事業等について説明いたしました。

１．「自己研修の進め方ガイドブック」について

（主任研修指導主事 立花起一）

２．校内研修の推進について（主任研修指導主事 長根義広）

３．移動センター（理科）について

（主任研修指導主事 立花起一）

４．情報教育業務について （主任研修指導主事 菅原一志）

５．支援相談業務について （主任研修指導主事 森和佳子）

最新の県の動向を知っていただくとともに、総合教育センターの事業についてのご理解とご協力

をお願いしました。

■ 分科会 ■
午後の分科会は３つの会場にわかれ、それぞれのテーマにそって熱心な協議がなされました。分科会

のテーマおよび概要は次のとおりです。

第1分科会『学力分析の実施と効果的な活用について』

第１分科会では、６教育研究所及び総合教育センター所員が

参加し、各市町村における学力等調査の実施状況や、結果分析

を行う際の視点について情報交換が行われました。

話し合いの中では、子どもが自ら学ぼうとする意欲を育てて

いくことの大切さや、小・中連携の取組を継続的に行っていく

ことの必要性について確認がされました。また、分析結果が各

学校で効果的に活用されるためどのように働きかけを行うべき

か、県の施策が学校現場に浸透していくためにはどのような取組が必要であるかなどについて意見

が交わされました。

第２分科会『学校不適応児童生徒への支援の在り方について』

第２分科会では、５教育研究所及び総合教育センター所員が参

加し、適応指導教室の設置や教育相談員・適応支援員の活用につ

いて情報交換を行いました。

その中で、適応指導教室の運営をどのように行うべきか、学校

及び保護者、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ーとの情報共有をどのように図っていくかということについて意

見が交わされました。また、適応指導に通う児童生徒の学力保障

が話題となり、個々の学習計画を学校と連携を密にしながら作成している事例などが紹介されまし

た。

■ 平成２６年度研究協議会 ■
今年度の研究協議会では、全体会Ⅰで総合教育センターの今年度の取組の重点について、各加盟機

関にお知らせしました。分科会では、各研究所から事前にアンケートをとり、それをもとに３つの分

科会を構成し、それぞれのテーマにかかわって協議しました。全体会Ⅱでは各教育研究所の活動報告

及び情報交換を行いました。それぞれの様子の一部を紹介します。



第３分科会『幼保小連携の在り方について』

４研究所及び総合教育センター所員が参加した第３分科会では、小学校と幼稚園及び保育所の連

携をどのように行っているかについて情報交換が行われました。

その中で、幼小の先生方の研修会を実施し、エリア毎に情報

交換を行っている事例や、市町村として「幼児教育（保育）プ

ラン」を策定し、共通理解のもとに幼児教育・幼保小連携を行

っている事例などが紹介されました。

■ 全体会Ⅱ ■

テーマ『各教育研究所の活動報告及び情報交換』

全体会Ⅱでは、協議資料をもとに、今年度の事業計画の重点等について発表し、相互の情報交換の場

としました。

◆ 閉会行事では、川上会長から、総合教育センターと各教育研究所との連携の大切さについて話があ

り、共に岩手の教育を高めていくという基本姿勢が確認されました。

◆岩手県立総合教育センター 連絡先◆

○総務担当 0198-27-2711 ○理科教育担当

○企画担当 0198-27-2833 生物0198-27-2742 地学 -27-2752

○教科領域教育担当 0198-27-2735 化学 -27-2774 物理 -27-2784

○情報・産業教育担当0198-27-2254

○教育支援相談担当 0198-27-2821

○学校生活に関する教育相談電話「ふれあい電話」相談 0198-27-2331

○特別な支援に関する教育相談電話「コスモスダイヤル」相談 0198-27-2473

岩手県立総合教育センター 企画担当内（担当 研修指導主事 上田 淳悟）

所在地 〒025-0395 花巻市北湯口2-82-1



分科会 研究所 発表主題 発 表 者

社会 陸前高田 社会科の中で進める復興教育について 陸前高田市立米崎小学校 教諭 前田 健治

算数・数学 矢巾 確かな学力の育成 矢巾町立矢巾中学校 教諭 佐々木 雅

算数・数学 遠野 確かな学力を身につけた子どもの育成 遠野市立青笹小学校 教諭 菊池真紀子

理科 盛岡 理科における知識や技能を活用し、思考力・ 盛岡市立河南中学校 教諭 灘山 正和

判断力・表現力等を育む学習指導法の実践研究 盛岡市立大新小学校 教諭 南舘 淳基

盛岡市立北陵中学校 教諭 石黒 崇敬

理科 北上 確かな学力を育む指導の工夫 北上市立南中学校 教諭 近藤久美子

体育 奥州 小学校体育科におけるすべての児童に運動の 奥州市立梁川小学校 教諭 佐々木拓磨

楽しさや喜びを味わわせる指導の在り方

特別活動 花巻 互いを高め合う学級づくりの指導のあり方 花巻市立矢沢中学校 教諭 菊池 則安

小規模・複式 遠野 複式学級設置に係る校内体制の整備及び 遠野市立附馬牛小学校 教諭 菊池 和恵

複式指導の実際について 教諭 大阪 彩子

小規模・複式 花巻 自分の考えを持ち進んで表現する子どもの育成 花巻市立内川目小学校 教諭 山本久美子

幼児教育 盛岡 子どもの育ちにつながる指導の在り方について 盛岡市立米内幼稚園 主任教諭 内田 芳子

防災教育 宮古 「ふるさとそけい」の復興を支える防災教育の実践 宮古市立磯鶏小学校 教諭 大内 元

■ 平成２６年度所員研究会 ■
９月16日に行われた所員研修会は、文部科学省初等中等教育局の塩崎正晴参事官をお招きし、「児童

生徒の学力の状況と全国学力・学習状況調査の活用について」をテーマに講演をいただきました。学

習状況の改善策について具体的にお話しいただき、これからの取組についてご示唆いただきました。

また、講演をうけ、「行政上の課題」「学校運営上の課題」「授業づくりでの課題」についてグループ討

議を行い、対応策について活発に意見を交流しました。

■ 平成２６年度（第58回）岩手県教育研究発表会 ■
２月12日・13日に、花巻温泉、総合教育センター及び生涯学習推進センターを会場として、第58回

岩手県教育研究発表会を開催いたしました。悪天候の中でしたが、２日間でのべ3,400名を超える参加

者を得ての開催となりました。今年度のテーマは「授業改善の推進」としました。『授業改善』をキー

ワードとした２年目です。県教育委員会、市町村教育委員会、学校等すべての教育機関が一体となっ

て授業改善の取組が確実に行われつつあることが確認された研究発表会となりました。分科会では、

８つの研究所より11の発表をいただきました。


